
  

                           

東
京
都
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
講
演
会 

 
 
 
 

都
連
理
事
補
佐 

寺
澤 

元
一 

日
時
：
２
月
24
日
午
後
２
時
～
４
時 

 

主
催
：
東
京
都
精
神
保
健
福
祉
民
間
団
体

協
議
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
） 

テ
ー
マ
：「
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
～
日
本
の
精
神
保
健
分
野
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
～
」。 

講
師
：
藤
井
克
徳
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
障
害
者
協
議
会
代
表
） 

     

藤
井
先
生
は
、
今
回
の
講
演
で
、
自
ら

の
視
覚
障
害
で
身
に
備
わ
っ
た
と
い
う
物

事
を
推
し
測
る
鋭
い
「
も
の
さ
し
」
で
、

我
が
国
の
精
神
障
害
者
政
策
の
問
題
点
を

整
理
さ
れ
た
上
で
、
障
害
者
権
利
条
約
（
以

下
「
権
利
条
約
」
と
略
）
を
紹
介
さ
れ
、

権
利
条
約
が
今
後
の
精
神
障
害
者
政
策
の

方
向
の
決
め
手
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
我
々
に
と
り
非
常
に
示
唆
に
富
む
貴

重
な
お
話
で
し
た
。
以
下
、
権
利
条
約
に

関
す
る
お
話
に
絞
っ
た
抄
録
で
す
。 

 

一
、
日
本
の
精
神
障
害
者
政
策
は
、
次
の

と
お
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。 

① 

変
わ
ら
な
い
精
神
科
の
医
療
中
心
主

義
・
入
院
中
心
主
義
。
精
神
科
病
床
数
は

先
進
国
ト
ッ
プ
で
長
期
入
院
の
温
床
。
患

者
の
生
き
る
力
を
萎
え
さ
せ
て
い
る
。 

② 

福
祉
政
策
・
労
働
政
策
は
、
い
く
ら

か
の
発
展
は
あ
る
が
、
未
だ
不
十
分
。 

③ 

民
法
の
家
族
扶
養
義
務
の
下
で
、
当

事
者
の
扶
養
は
家
族
依
存
型
。 

精
神
障
害
者
政
策
の
基
調
は
、
従
来
、

社
会
防
衛
と
優
生
の
政
策
で
あ
り
、
精
神

障
害
者
の
人
権
は
侵
害
さ
れ
、
福
祉
は
常

に
後
回
し
で
あ
っ
た
。
精
神
科
特
例
は
、

精
神
科
医
療
の
質
を
下
げ
、
宇
都
宮
病
院

や
滝
山
病
院
の
事
件
を
も
た
ら
し
た
。 

二
、
近
年
の
障
害
者
基
本
法
や
精
神
保
健

福
祉
法
等
の
発
展
は
、
権
利
条
約
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
国
連
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
優
生
政
策
で
多
く
の
障
害
者
が
犠
牲

に
な
っ
た
反
省
か
ら
、
障
害
分
野
で
人
権

規
範
を
築
こ
う
と
し
た
。
１
９
８
１
年
の

国
連
障
害
者
年
は
、「
完
全
参
加
と
平
等
」

を
標
榜
し
、「
障
害
者
を
締
め
出
す
社
会
は

弱
く
て
も
ろ
い
」
、
「
障
害
者
は
特
別
な
市

民
で
は
な
い
。
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
市

民
で
あ
る
」
と
い
う
新
し
い
考
え
方
を
打

ち
出
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
６
年
の
権
利

条
約
の
採
択
に
向
け
て
多
く
の
ド
ラ
マ
が

あ
っ
た
。
国
連
で
初
め
て
障
害
者
団
体
に

発
言
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、
有
名
な
「
私

た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い

で
」
の
声
が
議
場
に
響
き
渡
っ
た
。 

権
利
条
約
は
革
新
的
で
感
動
的
な
条
文

が
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
障
害
者
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
に
「
戦
う
」
こ
と
を
求

め
る
。
障
害
者
と
他
者
と
の
平
等
に
関
し

て
、
社
会
の
側
か
ら
障
害
者
の
立
場
に
歩

み
寄
る
こ
と
を
求
め
る
。
新
た
な
障
害
観

と
し
て
、
従
来
の
「
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら
、

障
害
は
社
会
や
環
境
次
第
で
変
わ
る
と
い

う
「
社
会
モ
デ
ル
」
へ
の
転
換
、
過
度
な

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
個
々
の
障
害
者

に
対
し
「
合
理
的
配
慮
」
を
求
め
る
。 

三
、
日
本
は
、
慎
重
な
過
程
を
経
て
２
０

１
４
年
に
条
約
を
批
准
し
た
。
２
０
２
２

年
初
の
条
約
履
行
の
審
査
で
、
日
本
は

様
々
な
厳
し
い
勧
告
を
受
け
た
。
勧
告
は
、

精
神
科
病
院
で
の
虐
待
通
報
の
仕
組
み
、

被
害
者
の
救
済
策
や
加
害
者
の
起
訴
・
処

罰
を
求
め
た
ほ
か
、
非
自
発
的
入
院
の
廃

止
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特
別
支
援
学
校

等
の
解
体
ま
で
求
め
た
。
こ
れ
に
は
当
惑

す
る
反
応
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
精
神
科

病
院
等
の
外
観
は
変
わ
っ
て
も
、
問
題
の

本
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
勧
告
は
そ
の

本
質
を
変
え
る
べ
き
だ
と
求
め
て
い
る
。 

我
々
は
、
羅
針
盤
で
あ
る
権
利
条
約
が

示
す
方
向
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
。 
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２
０
２
３
年
度
第
二
回
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事
補
佐 

池
田 

正 

２
０
２
４
年
３
月
９
日
（
土
）
、
第
二
回
多
摩
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
、
府
中
市
立
片
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
19
単
会
31
名
が
参
加
。 

◆
会
長
報
告 

①
滝
山
病
院
事
件
に
対
し
、
昨
年
３
月
以
降
都
連

と
し
て
滝
山
病
院
へ
の
抗
議
文
や
東
京
都
へ
の

改
善
・
陳
情
等
行
い
、
10
月
に
は
、
東
京
都
議

会
本
会
議
で
全
会
一
致
趣
旨
採
択
さ
れ
た
。 

◆
都
連
か
ら
の
報
告 

① 

東
京
つ
く
し
会
の
単
会
数
は
、
こ
の
５
年
間
で

10
％
減
、
登
録
会
員
納
入
会
費
は
10
年
間
で

年
間
90
万
円
程
度
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
事
務

所
家
賃
の
大
幅
削
減
や
事
務
員
定
年
前
倒
し

に
よ
る
人
件
費
減
等
で
、
辛
う
じ
て
、
特
別
積

立
金
の
取
崩
な
し
で
収
支
し
て
い
る
。 

 
 

各
単
会
の
事
情
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
一
層
の

登
録
会
員
の
増
を
お
願
い
し
た
い
。 

② 

２
月
17
日
、
第
二
回
「
病
院
家
族
会
交
流
会
」

を
開
催
し
、
７
家
族
会
12
名
が
交
流
し
た
。 

③ 

単
会
訪
問
活
動
は
、
１７
回
、
延
べ
２９３
名
が
懇

親
し
た
。 

④ 

滝
山
病
院
事
件
の
顛
末
と
都
連
の
こ
れ
ま
で

対
応
し
て
き
た
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。
経
営
陣

の
早
期
退
陣
は
当
然
と
し
て
、
「
入
院
患
者
の

退
院
支
援
が
な
か
な
か
す
す
ま
な
い
」
、「
身
体

合
併
症
の
治
療
が
で
き
る
公
的
病
院
が
な
い
」
、

「
新
た
な
経
営
陣
が
利
益
優
先
か
つ
医
師
法

等
に
違
反
し
た
虐
待
行
為
」
を
い
か
に
払
拭
し

た
新
た
な
病
院
づ
く
り
に
期
待
し
た
い
。 

⑤ 

２
０
２
４
年
度
評
議
員
会
は
、
６
月
21
日
（
金
）

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
映
像
シ
ア
タ
ー

で
開
催
す
る
。 

⑥ 

み
ん
な
ね
っ
と
か
ら
能
登
地
震
災
害
義
援
金

の
募
集
依
頼
あ
り
。
各
単
会
で
協
力
願
い
ま
す
。 

◆
単
会
か
ら
の
活
動
報
告 

・
日
野
い
ず
み
会
（
会
員
数
97
名
、
東
京
つ
く
し

会
登
録
会
員
数
40
名
）
は
、
市
や
社
協
等
か
ら

年
間
16
万
円
の
補
助
を
受
け
、
精
神
保
健
福
祉

の
中
核
団
体
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。 

・
小
金
井
あ
じ
さ
い
会
は
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
を
ル
ー
チ

ン
ワ
ー
ク
に
し
て
い
る
。
市
か
ら
年
間
８
万
円

の
補
助
を
受
け
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
寄
与
し
て

い
る
。 

◆
協
議
事
項 

① 

２
０
２
４
年
度
の
家
族
会
訪
問
希
望
調
査
を

行
い
ま
す
。（
５
月
末
ま
で
に
事
務
局
提
出
） 

② 

次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
日
程 

第
一
候
補 

８
月
31
日
（
土
） 

ま
た
は
８
月
24
日
（
土
）
か
９
月
８
日
（
日
）

場
所
未
定
午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時 

 

２
０
２
３
年
度
第
二
回
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事
補
佐 

寺
澤 

元
一 

日
時 

３
月
17
日
午
後
１
時
半
～
４
時
半 

会
場 

東
京
都
戦
没
者
霊
園
会
議
室 

出
席
者 

１５
単
会
19
名 

◆
単
会
か
ら
の
報
告 

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
基
づ
き
、
各
単
会
か

ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
注
目
点
は
、
区
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
と
福
祉
手
当
の
支
給
状
況
で
あ
っ
た
。 

（
２
）
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て
、
区
下
の
保
健

所
、
病
院
、
機
関
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
い
ず
れ

か
の
機
関
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
と
明
示
的
に

回
答
し
た
の
は
６
件
。 

（
３
）
福
祉
手
当
に
つ
い
て
は
、
支
給
が
あ
る
と

回
答
し
た
の
は
13
件
。
月
額
数
千
円
か
ら
一
万
円

程
度
ま
で
区
毎
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
の
み
を
対
象

と
し
て
お
り
、
２
級
を
対
象
と
し
て
い
る
と
明
示

し
た
回
答
は
な
い
。 

◆
協
議
事
項 

（
１
）
２
０
２
４
年
度
要
望
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

「
令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
東
京
都
予
算

要
望
項
目
（
案
）
」
の
各
項
目
に
つ
き
説
明
。 

① 

慢
性
の
身
体
合
併
症
の
あ
る
精
神
疾
患
患
者

の
病
床
確
保
：
民
間
病
院
で
は
困
難
。
都
立

病
院
で
の
積
極
的
な
受
入
が
必
要
。 

② 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
拡
充
で
精
神
科
医
療
に
繋
げ

２ 



る
こ
と
：
実
施
状
況
が
具
体
的
に
不
明
な
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施 

③ 
思
春
期
に
お
け
る
精
神
疾
患
の
早
期
発
見
の

た
め
の
事
業
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
早

期
発
見
等
と
共
に
予
防
事
業
も
必
要
。 

④ 

人
権
を
尊
重
し
た
精
神
科
医
療
の
充
実
：
民

間
病
院
の
人
員
体
制
の
強
化
が
必
要
。 

⑤ 

精
神
障
害
者
へ
も
福
祉
手
当
を
支
給
：
区
で

の
独
自
事
業
の
た
め
バ
ラ
つ
き
あ
り
。
都
条

例
の
不
備
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。 

⑥ 

重
度
心
身
障
碍
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル

障
）
を
２
級
手
帳
所
持
者
に
も
対
象
を
拡
大  

⑦ 

Ｊ
Ｒ
等
の
交
通
運
賃
割
引
を
精
神
障
害
者
に

も
適
用 

⑧ 

精
神
障
害
者
の
都
営
住
宅
入
居
基
準
の
緩

和
：
単
身
者
に
は
細
か
い
入
居
基
準
が
あ
る

た
め
基
準
緩
和
が
必
要
。 

⑨ 

家
族
会
活
動
支
援
：
東
京
つ
く
し
会
事
務
所

家
賃
の
助
成
が
必
要
。 

以
上
の
項
目
以
外
に
、
単
会
か
ら
、
区
宛
要
望

に
つ
い
て
区
当
局
か
ら
都
宛
要
望
追
加
回
答
が
あ

っ
た
こ
と
に
対
し
、
都
と
区
で
は
行
政
事
務
の
役

割
分
担
が
異
な
る
た
め
、
確
認
と
調
整
が
必
要
と

回
答
。 

（
２
）
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
日
程 

８
月
31
日
（
第
一
案
）
、
９
月
中
旬
（
第
二
案
）
、

９
月
８
日
（
第
三
案
）
を
検
討
中
。 

◆
そ
の
他 

（
１
）
能
登
半
島
震
災
義
援
金
の
受
付
に
つ
き
、

み
ん
な
ね
っ
と
で
募
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
る
が
、

各
単
会
独
自
で
判
断
し
、
募
金
す
る
場
合
に
は
各

自
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
等
を
通
じ
て
募
金
さ
れ
た
い
旨
、

都
連
と
し
て
の
対
応
を
説
明
。 

（
２
）
み
ん
な
ね
っ
と
全
国
大
会
に
つ
い
て
、
本

年
10
月
12
日
（
土
）
に
北
海
道
で1

日
実
施
さ
れ

る
予
定
。
２
０
２
５
年
は
京
都
府
、
２
０
２
６
年

は
長
崎
県
開
催
の
予
定
。 

   

み
ん
な
ね
っ
と
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 
２
月
２６
日
（
月
）
の
午
後
、
東
京
都
障
害
者
福

祉
会
館
で
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、

関
東
１
都
６
県
の
都
・
県
連
会
長
等
が
集
ま
っ
て
、

お
互
い
の
運
動
の
交
流
を
し
た
り
、
共
通
課
題
で

連
携
し
て
行
動
し
た
り
す
る
会
で
す
。
都
連
か
ら

は
、
三
役
と
寺
澤
理
事
補
佐
の
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

議
題
は
、 

１
， 

各
県
連
か
ら
の
報
告 

２
， 

２
０
２
３
年
度
み
ん
な
ね
っ
と
埼
玉
大

会
の
振
り
返
り 

３
， 

精
神
障
が
い
者
へ
の
交
通
運
賃
割
引
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

４
， 

次
回
、
会
長
会
議
開
催
担
当
県
に
つ
い
て 

で
し
た
。 

 

つ
く
し
会
か
ら
は
、
滝
山
病
院
事
件
の
報
道
を

受
け
て
都
連
と
し
て
の
取
り
組
み
を
中
心
に
報
告

し
ま
し
た
。 

 

埼
玉
県
連
か
ら
は
、
全
国
大
会
の
当
日
参
加
者

が
、
会
場
参
加
が
３
４
１
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

が
２
８
５
名
、
計
６
２
６
名
だ
っ
た
こ
と
。
チ
ケ

ッ
ト
売
上
は
、
６
９
２
名
で
、
物
価
高
騰
の
中
で
、

何
と
か
ト
ン
ト
ン
で
大
会
経
費
が
賄
え
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
神
奈
川
県

連
が
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
６

回
の
会
合
を
も
っ
て
準
備
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

日
時
：
２
０
２
４
年
１１
月
１４
日
（
木
） 

会
場
：
川
崎
市
髙
津
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
家
族
も
当
事
者
も
そ
れ
ぞ
れ
が

穏
や
か
な
生
活
の
実
現
を
願
っ
て 

 

ま
た
、
２
０
２
４
年
み
ん
な
ね
っ
と
全
国
大
会

の
開
催
地
は
北
海
道
、
開
催
日
は
、
１０
月
１２
日

（
土
）
の
１
日
の
み
。
前
日
に
、
「
べ
て
る
の
家
」

見
学
会
（
定
員
５０
名
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
、
今
か
ら
、
大
会
予

定
日
は
空
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

３ 



                      

お
か
げ
さ
ま
で
２
０
２
３
年
度
の
賛
助
会
費
は
、 

  

☆  

賛
助
会
費 

☆ 

個
人 

（
一
口
２
千
円
）   

 
 

２
７
０
０
０
円 

団
体 

（
一
口
５
千
円
）   

 
 

 

５
０
０
０
円 

診
療
所
（
一
口
５
千
円
）   

 
 

８
３
０
０
０
円 

病
院
・
診
療
所
（
一
口
１
万
円
）
４
０
０
０
０
円 

計
１
５
５
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
京
つ
く
し
会 

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い 

本
会
は
、
都
内
の
家
族
会
そ
れ
ぞ
れ
の
会
費
収
入

の
中
か
ら
納
め
ら
れ
る
年
会
費
と
賛
助
会
員
の
皆

様
の
年
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
賛
助
会

の
収
入
は
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
本
会
の
賛
助
会
員
に
な

っ
て
頂
き
た
く
、
何
口
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

☆  

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
当
事
者
と
の
か
か
わ
り
か
ら
見
え
て
き
た
事 

～
父
親
と
し
て
、
家
族
会
で
の
経
験
を
通
し
て 

思
っ
た
こ
と
～ 

日
時 
５
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半 

講
師 
東
京
つ
く
し
会
副
会
長 

植
松
和
光
氏 

会
場 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
３
階 

障
害
者
会
館 

会
議
室
Ｂ 

参
加
費 

５
０
０
円 

要
予
約 

申
込 

文
京
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

 
 

☎ 
03
-
5
9
4
0-
2
9
0
3 

 

○
対
話
の
旅
に
導
か
れ
て 

 

～
こ
れ
か
ら
の
精
神
科
医
療
に 

求
め
ら
れ
る
こ
と
～ 

日
時 

５
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
４
時 

講
師 

森
川
す
い
め
い
先
生
（
精
神
科
医
） 

会
場 

高
円
寺
障
害
者
交
流
館 

参
加
費 

会
員
無
料 

一
般
３
０
０
円 

問
合
せ 

☎ 
0
9
0
-4
5
3
5
-
966

3
 
0
8
0
-
1
00
4
-
1
1
97 

 
 「

恩
師
と
再
会
」 

 

高
森
先
生
の
会
が
あ
り
ま
す
と
言
わ
れ
、
ド
キ

ッ
と
し
ま
し
た
。
先
生
に
は
沢
山
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 

 

子
供
が
体
調
を
崩
し
た
と
き
何
が
起
き
た
の

か
全
然
分
か
ら
ず
、
保
健
所
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。

保
健
所
の
主
任
さ
ん
か
ら
「
今
日
、
高
森
先
生
の

講
演
会
が
あ
り
ま
す
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
何
で
す
か
そ
れ
は
と
、

思
い
な
が
ら
も
、
妻
と
二
人
講
演
会
へ
。
初
め
て

伺
う
事
ば
か
り
で
す
。
妻
に
こ
の
先
生
に
付
い
て

行
こ
う
と
言
い
ま
し
た
、
妻
も
当
然
と
決
め
ま
し

た
。
こ
の
時
か
ら
、
先
生
の
追
っ
か
け
を
遣
り
ま
し

た
。
10
箇
所
以
上
の
講
演
会
、
そ
し
て
事
務
所
、

個
人
相
談
に
も
伺
い
ま
し
た
。
今
、
息
子
は
一
人

で
ア
パ
ー
ト
生
活
で
す
、
４０
歳
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
も
初
め
て
の
時
と
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
あ
り
ま
し
た
、「
あ
な
た
は
わ
た
し
に
と
っ
て
大

切
な
人
、
宝
物
だ
よ
と
伝
え
ま
し
ょ
う
」
、「
生
き

て
い
る
だ
け
で
立
派
で
す
」
、「
共
に
濡
れ
て
ほ
し
い

の
で
す
」
、
お
願
い
上
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
は
ホ
ッ
ト
一
息
で
す
が
、
ま
だ
、
分
か
り
ま

せ
ん
、
御
高
齢
に
な
ら
れ
た
と
知
り
つ
つ
も
高
森

先
生
を
頼
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
ま
す
。
又
今
回

の
講
演
で
紹
介
さ
れ
た
冊
子
「
心
の
病
は
愛
で
癒

す
」
は
心
に
残
る
と
同
時
に
、
家
族
に
と
っ
て
も
力

を
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

都
連
理
事 

大
山 

竹
彦 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために役立つ場にしたいと思っ

ています。載せたい情報を毎月 25 日までに、つくし会事務所にメ－ル（tsukushikai＠chorus.ocn.ne.jp）または 

FAX（042-453-7534）までお寄せください。 

【知っ得情報】 東京都美術館 「障害がある方のための特別鑑賞会」 

東京都美術館では、普段は月曜日が休館日ですが、その月曜日に障がい者のための特別鑑賞会を開催しています。 

障がい者本人と介助者 1 名が無料です。障がい者だけですのでゆったりと鑑賞することができます。 

[デ・キリコ展] 

開催日時 ２０２４年６月１０日(月)１０：００～１６：００（入室は時間指定制） 

申込期間 ２０２４年４月１日(月)～２０２４年４月２２日(月) 

申込方法 東京都美術館のウェブサイト(www.tobikan.jp) → アートコミュニケーション → 障がいのある方のための特

別鑑賞会で検索する。又は葉書 〒110-0007 台東区上野公園 8-36 東京都美術館特別鑑賞会受付へ ・希望時間
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問合せ 電話 03-3823-6921 FAX03-3823-6920 特別鑑賞会担当                            
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